別紙様式
平成２４年度当初予算　　　　　　支出科目　款：土木費　項：河川費　目：河川総務費
	事業名:岐阜県自然共生工法研究会活動支援費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　県土整備部　河川課　企画環境担当　電話番号：058-272-1111（内3728）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11652@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：250千円（前年度予算額：300千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　岐阜県自然共生工法研究会が行う講演会等のうち、自然の水辺復活プロジェクトの目的に沿った事業について、その経費の２分の１を負担し、活動を支援する。
　自然の水辺復活プロジェクトの目的

　・自然共生に資する技術・工法の評価及び活用

　・自然共生川づくりの着実な現場への展開

　・上記取り組みの県内外への普及・啓発

	２　所要経費


　負担金　250千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
　１森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
・水と緑にあふれた多種多様な生物を育む自然豊かな県土の保全・復元等を図り、次

の世代にすばらしい県土を引き継いで行くため自然と共生した県土づくりを目指す。
	２　これまでの取組状況


平成２２年度実施事業
・実験河川見学会（平成22年10月15日（金）参加者数42名）
・岐阜県自然共生川づくり勉強会（北派川）（平成22年4月20日(火)～21日(水)

参加者延べ数208名）
　・岐阜県自然共生川づくり勉強会（苔川）（平成22年11月2日(火)参加者数44名）
・岐阜県自然共生川づくり勉強会（梅谷川）（平成22年11月25日(木)参加者数25名）

・岐阜県自然共生川づくり勉強会（飯田川）（平成23年1月28日(金)参加者数29名）

	３　これまでの取組に対する評価


　各事業の参加者や有識者の意見を取り入れ、内容の充実を図っている。
　ニーズを反映させた活動を行うことで、講演会等の参加者が年々増加傾向にある。自然共生に対する考えをより深めるため、工夫した事業を実施していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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